
第１部 かながわの水源 

  神奈川県の水源環境   

１ 水利用の観点から見た神奈川県の特色 

県内の水道水源は、約６割が相模川水系、約３割が酒匂川水系により賄われ、両水

系に設けられた４つのダム（相模ダム、城山ダム、宮ヶ瀬ダム、三保ダム）が、水が

めとして大きな役割を果たしています。 

首都圏の多くの自治体では、県境を越えた上流域にあるダムに水源を依存せざるを

得ない状況にありますが、水がめとなる４つのダムは全て県内に整備され、その全て

の水を県民のために用いることができる点で、大変恵まれた水源環境にあると言えま

す。一方で、相模川は桂川の名で、酒匂川は鮎沢川の名で、それぞれ山梨県内、静岡

県内を東に向かって流下しながら本県に入りますが、いずれもその源を富士山麓に発

しており、集水域は山梨県内及び静岡県内に広がっています。 

また、910万人を超える人々が暮らす本県は、全国47都道府県の中でも43番目とい

う狭い県土面積ですが、県内に水源地域と水の大消費地の両方が存在することも特徴

の一つです。県の中央部を流れる相模川を挟んで東側には、横浜・川崎をはじめとす

る都市部があり、県人口の８割を超える人が住んでいます。一方で、県西部には、

人々の生活を支える水を育む水源地域があり、「緑のダム」とも呼ばれる水源の森林

が広がるほか、４つのダムも全て県西部に位置しています。 

 

２ 水資源開発の歴史 

本県では、人口増加や工業化の進展に伴う水需要の増大を背景として、大きな水不

足を経験しながら、新たな水源開発による水量の拡大をめざして、相模ダムの建設を

はじめとして、ダムや取水施設（取水堰）など、水を利用するための施設の整備に60

余年にわたり取り組んできました。平成13(2001)年の宮ヶ瀬ダムの完成により、経済

の発展や豊かな県民生活を支える水資源の供給体制が概ね整い、現在、本県では水不

足への心配は極めて少ない状況です。 

 

３ 施策導入時点の課題 

   平成13(2001)年の宮ヶ瀬ダムの整備により、量的な面では、当面、県民の皆様が水

を安心して利用できる状況にあります。一方、水を育む水源環境では、新たな課題が

顕在化してきました。 

   水がめであるダム湖では、周辺地域の生活排水対策の遅れなどを背景として、窒

素・リン濃度が高い富栄養化の状態にあるところもあり、夏期の水温上昇や少雨・渇

水による流入水の減少時には、アオコと呼ばれる水中の植物プランクトンの大量発生

が懸念されていました。 

また、緑のダムとして雨水を貯える水源地域の森林では、平成以降、人工林の手入

れ不足やシカによる下草の採食により林内の裸地化が進んでいます。本来あるべき下

層植生がなくなってしまったために、降った雨が地中にしみこみにくくなり土壌は流

出し、降った雨をゆっくり下流に流出させる森林の機能が低下していました。 
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 ４ 水源環境保全・再生施策について 

施策導入時点の課題などを踏まえ策定した「かながわ水源環境保全・再生施策大

綱」に基づき、神奈川県では、平成19年度以降、「かながわ水源環境保全・再生実行

５か年計画」を策定し、水源かん養や公共用水域の水質改善など水源環境の保全・再

生への直接的な効果が見込まれる取組や水源環境保全・再生を進めるために必要な仕

組みに関する取組などを特別対策事業として推進しています。 

第２期までの取組により、私有林の荒廃の進行など施策導入時に危惧されていた課

題に重点的・集中的に取り組み、概ね順調に進捗し、成果を上げています。一方で、

県西地域の脆弱な地層の崩壊による森林被害やシカの分布域の拡大による丹沢大山周

辺部での林床植生への影響など、施策導入時には予見されていなかった新たな課題も

発生しました。 

 

５ 水源環境保全・再生かながわ県民会議による評価 

水源環境保全・再生施策の評価や県民への情報提供などを担う「水源環境保全・再

生かながわ県民会議」では、毎年度の事業実績等により事業の点検・評価を行うとと

もに、次期計画の方向性について意見書を取りまとめ、県に提出しています。 

第２期では、毎年の点検結果報告書の作成に加え、平成19年度から26年度までの８

年間の取組実績やモニタリングの結果をもとに、施策の総合的な評価（中間評価）を

実施し、「次期実行５か年計画に関する意見書」を県に提出しています。 

 

＜森林関係事業について＞ 

【評価】 荒廃が進んでいた私有林で重点的に整備を行うとともにシカ管理対策をは

じめ様々な対策を進めた結果、下層植生が回復し、土壌保全が図られるなど

の成果が出てきており、概ね順調である。 

【意見】 シカ管理と森林整備、土壌保全対策を組み合わせながら、より広範囲で取

り組む必要がある。また、森林の生育基盤である土壌の保全を図るため、土

木的工法を含めた土壌保全対策の強化に取り組むべきである。 

＜水関係事業について＞ 

【評価】 河川・水路の自然浄化対策、地下水の保全対策、県内ダム集水域における

公共下水道や合併処理浄化槽整備などを着実に進めてきた結果、河川の自然

環境の改善や生活排水処理の進展など、一定の成果が見られている。 

【意見】 県内ダム集水域における生活排水対策については、地域の実情に応じたき

め細かい支援を検討すべきである。また、ダム湖下流域における生活排水が

水源水質に負荷を与えている状況が見られることを踏まえ、負荷軽減に向け

た支援区域の拡大を検討すべきである。 

 

神奈川県では、上記課題や県民会議からの意見等を踏まえ、第２期までの取組を基

本的に継続し、さらなる進捗を図るとともに、新たに判明した課題などに対応するた

め、第３期から特別対策事業の組み換えや取組の見直しを行い、水源環境保全・再生

施策を推進しています。 

（第２計画及び第３期計画の特別対策事業の対比は37ページ、39ページ参照） 
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